
船舶インシデント調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和８年１月１１日 １１時００分頃 

発生場所 三重県尾鷲
お わ せ

市尾鷲湾 

 尾鷲港第１防波堤灯台から真方位１０３°１.１海里付近 

 （概位 北緯３４°０４.１′ 東経１３６°１３.７′） 

インシデントの概要  プレジャーボート第八秀
しゅう

宝
ほう

丸は、航行中、主機の運転ができなく

なり、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和８年１月３０日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 第八秀宝丸、１.８トン 

 ２４３－４１３４９三重、個人所有 

ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力８０.９kＷ、回転数毎

分２,６００、４気筒、ボア不詳、使用燃料軽油、機関製造日不

詳、昭和５８年９月進水 

乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊 

負傷者 なし 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 三重県尾鷲市には、１月１０日１０時０９分に強風注意報が、１６

時０７分に波浪注意報が発表され、本インシデント時も継続中であっ

た。 

インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、１人を同乗させて航行していた。 

 船長は、主機の清水冷却器から冷却清水が噴出していることに気付

いたので、オーバーヒートしていると思い、主機を停止した。 

 本船は、船長が１１８番通報した後、到着した巡視艇によってえい
．．

航され、尾鷲港に入港した。 

 本船は、本インシデント後、船長によって主機の点検が行われたと

ころ、主機の加熱及び清水冷却器の排出側に接続したゴム製のホース

（以下「本件ホース」という。）に亀裂が生じていた。 

分析 (1) 本船は、船齢４１年の船であり、適正な保守整備が行われてい

ない場合、本件ホースのような主機の部品に経年劣化が生じるも

のと考えられる。 

(2) 本船は、航行中、主機の清水冷却器から冷却清水が噴出したこ

とから、冷却清水が漏れて流量が不足し、主機がオーバーヒート

したものと考えられる。 



(3) 船長は、本インシデント後、清水冷却器の本件ホースに亀裂が

生じていたのを点検によって確認しており、同亀裂は、経年劣化

によるものと考えられるが、船長から必要な情報を得られなかっ

たことから、その状況を明らかにすることができなかった。 

(4) 船長は、主機及び付属装置について、発航前検査を含む適切な

検査を行っていなかったものと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、本船は、主機がオーバーヒートしたことから、

運航不能となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が航行中、本件ホースが経年劣化によって

亀裂が生じたため、同亀裂から冷却清水が漏れて流量が不足し、主機

がオーバーヒートしたことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、日常点検や発航前検査において冷却水系統の

点検を行い、配管に劣化や亀裂がないことを確認すること。 

・小型船舶の船長は、冷却水が通るゴム製ホースのような長年の使

用によって劣化する消耗品に関しては、定期的に交換すること。 

 


